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仕  様  書 

 

１ 工事件名：６６号建物空調機補修工事 

２ 施工場所：東京都小平市喜平町２－３－１ 陸上自衛隊小平駐屯地 

３ 工事概要：空調機の更新 ５台 

４ 一般事項 

(1) 総 則 

    本工事は、本仕様書に記載してある事項のほか、国土交通省大臣官房長営繕部監 

   修「公共建築工事標準仕様書（各工事編）」、「公共建築改修工事標準仕様書（各工 

   事編）」それぞれ最新版並びに官側の指示による。 

(2) 仕様書の内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取合い等の関係で仕様書に 

 よることが困難もしくは不都合が生じた場合は、監督官と協議する。 

  (3) 本工事の施工にあたり、仕様書に明記なき事項であっても、技術上当然施工すべ 

   き事項については、請負者の負担において実施する。 

  (4) 工事使用材料については、搬入後に監督官の検査を受け、合格したものを使用する。 

  (5) 工事の施工にあたり、関係法令等に基づき、工事の円滑な進行を図る。 

  (6) 工事実施期間中の安全には十分留意し、必要に応じて危険防止のための処置を講 

   ずる等、安全の確保に留意するものとする。 

  (7) 作業時間は原則として平日の午前８時３０分から午後４時３０分までの間とし、 

   土日祝の作業については原則行わないものとするが、現場の状況に応じて事前に監 

督官と協議することができる。 

  (8) 工事写真は、「営繕工事写真撮影要領（最新版）」を参考に、各工程ごと撮影する 

   ものとし、アルバムに整理したものを１部提出すること。 

  (9) 工事に伴う発生材のうち、鉄くず等の有価物は官側へ引継ぐものとし、その他の 

   産業廃棄物となるものは法令に基づく場外処分とし、産業廃棄物管理票の写しを提 

出するものとする。 

  (10) 提出書類は下表のとおりとし、監督官の示す書式とする。なお、書類の提出の 

完了は納期内とする。 

№ 書類名 作成時期 備考 

1 工事着工届 契約後速やかに  

2 現場代理人等通知書 契約後速やかに  

3 工程表 契約後速やかに 契約日～納期内 

4 日誌 実施日ごと  

5 打合せ簿 実施日ごと  

6 材料検査簿 実施日ごと  

7 発生材調書 発生日ごと  

8 工事竣工届 完了後速やかに  
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 ５ 特記事項 

  (1) 建築工事 

   ア 既設機器撤去、機器新設に伴う、天井開口部の復旧を行うこと。 

   イ 各箇所の仕上げについては、監督官と協議すること。 

  (2) 電気設備工事 

   ア 使用材料は表 1のとおりとする。 

イ 既設動力盤（Ｐ－１）内において、電源接続を行うものとする。 

ウ 屋上室外機への配線新設において、屋外露出電線管は、厚鋼電線管を基準とす 

るが、各機器の周辺や配線経路の曲がり箇所等はビニル被覆金属製可とう電線管 

を使用して良いものとする。 

エ 屋上に設置する電線管用ブロックはコンクリート用接着剤で固定すること。 

表 1-使用材料 

品名 規格 台数 備考 

プルボックス 200＊200＊100 SUS １個 開口部は現地加工可 

低圧電力用ケーブル EM-CE8mm2-3C 31.70ｍ 付属部品含む 

屋内用絶縁電線 EM-IE3.5mm2 15.85ｍ 付属部品含む 

鋼製電線管 G42 13.35ｍ 付属部品含む 

鋼製電線管 G36 1.50ｍ 付属部品含む 

金属製可とう電線管 ビニル被覆 30 2.00ｍ 付属部品含む 

 

  (3) 機械設備工事 

   ア 新設機器については、表 2のとおりとし、記載規格は参考規格とし、使用機器 

については、事前に監督官の承認を得るものとする。 

   イ 既設撤去時にフロン回収を行うものとし、破壊処理証明書を提出すること。 

表 2-新設機器 

品名 規格 台数 備考 

室外機 ダイキン製 RQYP224FC ２台 付属部品含む 

室内機 ダイキン製 FXYFP90NB ２台 付属部品含む 

室内機 ダイキン製 FXYFP80NB ２台 付属部品含む 

室内外機 三菱製 MLZ-RX2822AS １台 付属部品含む 

  (4) その他 

ア 各新設機器の形状等により、既設の配管、内装等の撤去及び新設が必要となる 

  場合は、請負者の負担において実施すること。なお、室内機の吊りボルト及び室 

外機の防振架台は再利用可能とするが、補強等が必要な場合も同様とする。 

イ 高所作業を必要とする作業は、枠組足場もしくは高所作業車を用い、各種法令 

  に基づき安全に実施すること。 
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　　　 ：室内 機（ 撤去 ・新設 ）
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ガス管撤去（プラグ止め）
室外機撤去・新設　２台
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　 　　 ：室外 機（ 撤去・ 新設 ）

　 　　 ：室外 機（ 撤去の み）

　 　　 ：配管 配線 （新設 ）

　 　　 ：配管 配線 （撤去 ）
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プルボックス新設

プルボックスから室外機間
新設室外機まで配線新設

ビニル被覆金属製可とう電線管(L=1,000)とする。
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既 設電線へ接続
新設機器は

GL+9,350mm

配線・電線管新設

架台部立上げ H450
立上がりまでG42

プルボックスから立下りまでG36


